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電気分野に焦点を当てた内容で様々な実験

を行い、いろいろなアイディアやヒントなど

を教えていただきました。 

 

まずは、並列つなぎに関する実験を行いまし

た。 

この分野は学力テストの結果を見ても、正答

率は６６．３％。子どもにとって、理解しにくい

分野。 

そこで、参加した先生方にも考えてもらいま

した。 

 

『何種類の並列つなぎの回路ができます

か？』 

先生方も四苦八苦…。なかなかすべてのパター

ンを作るのは難しいようでした。 

 

そこで便利な道具『並列用みの虫リード線』 

これを使うと、子どもたちも理解しやすくな

ります。しかし、１０本で３６１０円…。 

高いので自作しよう、ということで、みの虫リ

ード線とアルミパイプで自作しました。これな

ら安価でたくさん作れることがわかりました。 

 

その他にも、回路マーカーを使った実験を行

いました。 

回路マーカーとは、回路が手書きでき、書いた

線が乾いたら通電するというもの。先生方でユ

ニットも手作りし、実際に回路マーカーで回路

を作ってみました。 

 


